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1．スフェロイドを利用した三次元細胞間接着の制御
機構の評価
（生化学） 田中正太郎・中村史雄　
　〔緒言〕三次元培養の一種である細胞集団塊（スフェロ
イド）を用いた強靭性（組織の変形しにくさ）研究は，
現在はElastography（弾性画像解析）という分野で展開
されている．これは顕微鏡観察下でスフェロイドを圧迫
し，その形状変化から物理的情報をくみ出そうというも
のである．本研究では現在の課題である「①一細胞レベ
ルの観察が困難②スフェロイドの圧迫には特殊な技術が
必要」を解決し，細胞間接着を定量的に評価するための
実験系を構築する．〔対象と方法〕カバーガラスの自重で
生きたスフェロイドを直接圧迫し，内部細胞の構造変化
を独自のライブイメージング技術（陰性造影法）で定量
的に観察する．さらに遺伝子ノックダウンした細胞で調
製されたスフェロイドで構造変化の違いを確認し，その
遺伝子の強靭性への貢献度を評価する．〔結果〕カバーガ
ラスと様々な厚みのスペーサーを用い，スフェロイドを
任意の高さに圧迫する方法を開発した．また陰性造影法
にて圧迫前後の内部細胞の構造変化を観察した．細胞は
体積を保存したまま形状のみ大きく変化させていたが，
一定の圧迫距離を超えるとそれまで保持されていた細胞
体積・細胞表面積相関が一気に破綻した．これは強靭性
破綻の閾値が存在することを示唆していた．〔結論〕強靭
性解析に向けたスフェロイド観察技術を確立した．今後
は遺伝子ノックダウン細胞での実施を試みる．
2．増殖ストレス時における造血幹細胞制御機構
（1解剖学（顕微解剖学・形態形成学分野），
2DepartmentofPediatrics,PapéFamilyPedi-
atric Research Institute, Pediatric Blood &
Cancer Biology Program, Stem Cell Center,
OregonHealth&ScienceUniversity,Portland,
OR.,3Comprehensive Bone Marrow Failure
Center, Children’s Hospital of Philadelphia；
Perelman School of Medicine, University of
Pennsylvania,Philadelphia,PA）
望月牧子1，2・PeterKurre3・
MarkusGrompe2・石津綾子1　
　造血幹細胞（hematopoietic stem cell：HSC）は傍大
動脈生殖隆中腎（AGM）領域で発生し，胎児肝（fetal
liver：FL）で急激に増殖するが，一方，成体になり骨髄
に移行した後は静止期（G0）に保たれており，HSCの細
胞周期は個体の生涯にわたってダイナミックに遷移して
いることが明らかになっている．HSCのエネルギー代謝
は，従来，成体HSCは解糖系優位であることが言われて
きたが，近年盛んにHSCでのミトコンドリアの酸化スト
レス代謝（OXPHOS）の研究が進められており，OXPHOS
はHSCにとって自己複製，多能性の両方に必須であるこ
とが明らかになっている．ファンコニ貧血（Fanconi
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